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1 安全上のご注意ご使用前によくお読みの上、必ずお守りください。
は
じ
め
に

き
れ
い
な
空
気
で
加
湿
、

 

お
部
屋
に
う
る
お
い
届
け
ま
す

の
ど
や
お
肌
を
乾
燥
か
ら
守
っ
て
、

　

お
部
屋
の
空
気
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　
　

清
潔
・
快
適
に
加
湿
し
て
、

　
　
　

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。

加湿のしくみ（ハイブリッド式）
水を沸とうさせず、温めた風を気化フィルターにあてて水
を蒸発させ、湿った空気を吹出口から出して加湿します。

（熱湯になりません。また、吹出口からの風も熱くありません。）

「プラズマで除菌」搭載
太陽光の除菌作用と同じOHラジカルで菌の活動を抑制します。
Zキーで、「プラズマで除菌」の運転の入・切
ができます。
※「プラズマで除菌」の単独運転はできません。

マイナスイオンについて
「プラズマで除菌」の運転中はマイナスイオンが発生します。
※マイナスイオンの単独運転はできません。

Ag除菌ユニットについて
水受け皿にAg 除菌ユニットを取りつけて使用します。
Ag除菌ユニットには、Ag（銀）を含んだガラスタブレット
を内蔵しており、水受け皿にたまった水をAg＋（銀イオン）
の作用で除菌します。

「ダチョウ抗体フィルター」について
外気を取り込む吸気口部分に、「ダチョウ抗体フィルター」を取りつけて使用します。
ウイルスの活動を抑制した外気を本体内に通し、きれいな空気で加湿します。

「ダチョウ抗体フィルター」とは
無毒化したウイルスをダチョウに注入し、体
内で生成された抗体を卵から精製したのが

「ダチョウ抗体」。
この「ダチョウ抗体」をフィルターにしみ込ま
せたものが、ウイルスの活動を抑制する「ダ
チョウ抗体フィルター」です。
※ ダチョウ抗体フィルターは、消耗品です。
（P.16参照）

ダチョウ ダチョウの卵

ダチョウ抗体フィルター

ダチョウの卵から精製し
た抗体をフィルターに
しみ込ませる

※ 蒸気や霧は
見えません。

模式図

気化
フィルター

吸気口

吹出口
（プラズマで除菌）

送風ファン

水タンク

ヒーター

ダチョウ抗体
フィルター

Ag除菌
ユニット

● 当製品には除菌やウイルスの活動を抑制する機能はありますが、これにより無菌状態をつくり出すものではな
く、感染予防を保証するものではありません。

●実際の効果は、お部屋の状況やご使用方法によって異なります。　●当製品は医療機器ではありません。
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は
じ
め
に

禁　止

不安定な場所や、毛あしの長い
カーペットなどの上に置かない。
転倒して水がこぼれたり、安全装置の
誤作動の原因。

水ぬれ禁止

本体を丸洗いしたり、
水につけたり、水をかけたりしない。
ショート・感電・発火・故障のおそれ。

禁　止

吸気口や吹出口・すき間に、ピン・
針金など金属物（異物）を入れない。
感電や異常動作してけがをするおそれ。

必ず実施

お手入れするときや、水受け皿をはずし
て水をすてるときは、差込プラグをコン
セントから抜き、本体が冷めてから行う。
感電・やけど・けがのおそれ。

禁　止

熱に弱いテーブルや敷物などの
上で使わない。
テーブル・敷物の変色・変形の原因。

禁　止

壁や家具・カーテン・天井などの
近くで使わない。
シミがついたり、カビの発生・変形の
原因。

プラグを抜く

使用時以外は差込プラグを
コンセントから抜く。
けがややけど、絶縁劣化による感電・
漏電火災の原因。

必ず差込プラグを持って引き抜く。
感電やショートして
発火するおそれ。

禁　止

タコ足配線はしない。
火災のおそれ。

禁　止

使用中や使用直後は持ち運ばない。
水がこぼれて感電のおそれ。

必ず実施

本体は両手で水平に、
振動を与えないよう
に持ち運ぶ。
水タンクや水受け皿が
はずれて落下し、けがのおそれ。
また、傾けたり、転倒すると水がこぼれる
おそれ。

禁　止

加湿しすぎない。
長時間連続で加湿すると、結露などで
室内をぬらしたり故障の原因。

必ず実施

テレビ・ラジオ・コードレス電話・
エアコンなどから、1m以上離して
置く。
テレビ画面のチラツキや、雑音が
入るなど電波障害の原因。

禁　止

本体内部のお手入れに塩素系、
酸性タイプの洗剤は使わない。
洗剤から有害ガスが発生し、
健康を害したり、故障の原因。

必ず実施

異常・故障時には、直ちに使用を中止する。
そのまま使用すると、火災・感電・けがのおそれ。
〈異常・故障例〉
・ 電源コードやプラグが異常に熱くなる。
・ 電源コードを動かすと通電したり、
しなかったりする。
・ 水タンクや本体から水もれする。
・ その他の異常や故障がある。
すぐにプラグを抜いて、販売店へ点検・
修理を依頼する。

必ず実施

末永くご使用いただくために、必ずお守りください

●ダチョウ抗体フィルター・プレフィルターは
こまめにお手入れする。
使用環境によってほこりがたまり、本体・水受け皿が
変形し、故障・事故の原因。
（お手入れのしかたはP.12参照）

●直射日光のあたる場所や、
暖房器具の近くで使わない。
水タンク内の空気が膨張し、本体から水があふれるお
それ。また、プラスチック部分の変形・変質、および
ダチョウ抗体フィルターの性能の低下の原因。

●吸気口・吹出口をフキンなどでふさがない。
本体内部の温度が上がって、本体・水受け皿が変形
し、故障・事故の原因。

●カーテンの近くで使用しない。
吸気口がふさがって吸気性能が低下し、本体内部の
温度が上がって、本体・水受け皿が変形し、故障・
事故の原因。

●水受け皿・フロートはこまめにお手入れする。
ミネラルが付着するとフロートが正常に動作しない
ことがあり、本体・水受け皿が変形し、故障・事故
の原因。

●水タンクおよび水受け皿に水道水以外の
水やお湯を入れない。
・ 浄水器の水・アルカリイオン水・ミネラルウォー
ター・井戸水・汚れた水などを入れると ､ カビや
雑菌が発生しやすい原因。

・ お湯（40℃以上）や化学薬品・芳香剤・洗剤を入
れた水を入れると ､本体が変形し、故障の原因。

●水タンクの水は毎日新しい水道水と
交換する。

 水受け皿に残った水は毎日すてる。
 また水受け皿は週2回程度、
 定期的にお手入れする。
汚れや水アカで性能が低下したり、悪臭がするおそれ。
水受け皿で水アカが膜状になって付着し、吹出口から
風とともに吹き出すおそれ。

●気化フィルター・Ag除菌ユニットはこまめ
にお手入れする。
本体内側の汚れが取れにくくなり、加湿量の低下や
カビ、雑菌の繁殖による悪臭、故障の原因。

●水受け皿・気化フィルター・Ag除菌ユニット・
吸気口ユニットをはずしたまま使わない。
性能が発揮されず、ほこりがたまり、故障の原因。

●凍結しないように、使わないときは、水タン
ク・水受け皿の水をすてる。
凍結したまま使うと故障の原因。

●安定した台の上に設置する。
設置面が水平でないと、製品の振動により水がこぼ
れるおそれ。

●Ag除菌ユニットを分解しない。
性能の低下、故障の原因。

●本体をさかさにしない。
故障の原因。

1 安全上のご注意
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タイマーランプ

●ランプが点灯して、そのときの湿度
を目安としてお知らせします。
※ご家庭の湿度計の表示とは異なる    
ことがあります。
※暖房器具のそばなど、温度差の大き
い場所に移動して使用した場合、湿
度センサーが正しく感知しにくく
なります。

●水タンクの水がなくなると、3つのラ
ンプが点滅します。

5キー

湿度のめやすランプ 運転モードランプ

プラズマで除菌ランプ

Zキー

pキー

〈操作・表示部〉

2 各部のなまえとはたらき
は
じ
め
に吸気口ユニットの取りつけかた

ご使用の前に必ず吸気口に取りつけてください。

1. 袋から吸気口ユニットを取り出す。
※袋（説明紙同封）は、使用するまで開けないで
ください。

本体後面

水受け皿

気化フィルター
洗ってくり返し使えます。

Ag除菌ユニット
洗ってくり返し使えます。

フロート（給水検知部）
水受け皿の水が減ったら検知します。
（湿度のめやすランプが3つとも点滅）

吸気口
吸気口ユニットを取りつけます。

2. 吸気口ユニットを吸気口に取りつける。

❶差し込む

❷
差し込む

吸気口ユニット

吸気口

吸気口ユニットのセット内容
（別売品→P.16参照）

吸気口
ユニット

ケース

カバー

プレフィルター

ダチョウ抗体
フィルター

※ ダチョウ抗体フィルター・プレフィルターは、
消耗品です。（P.16参照）

吸気口ユニット

袋
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●水タンクふたは確実にしめる。
　水がこぼれる原因。
●水タンクをセットするときは、水受
け皿・気化フィルター・フロートが
正しく取りつけられていることを確
認する。（P.11参照）

 正しく取りつけられていないと、充
分な加湿ができなかったり、故障の
原因。

※連続加湿時間の目安は、P.17の「仕様」を参照。
※差込プラグをコンセントから抜いて次に差し込むと、
「連続加湿」運転から始まります。

3 加湿のしかた

使
い
か
た
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水が少なくなったら…
湿度のめやすランプが点滅し、「ピーン」
と5回鳴ります。約1分間、冷却のため
に運転した後、止まります。
水タンクに水を入れてください。（P.8参照）

3 加湿のしかた 5 使い終わったら

「ピーン」と 
5回鳴る 

3つの
ランプが
点滅

消灯 消灯

水タンクをはずすときは、水滴が落ち
ることがあるので、フキンなどでふた
を押さえるなどして注意する。

水タンクふたを確実にしめ、
水タンクをゆっくり水受け皿
にセットする。（P.8 参照）

※Ag除菌ユニットがはずれたときは、確実につける。 
 （P.13参照）
※フロートがはずれたときは、確実につける。
 運転しない原因。

水受け皿

気化フィルター

使
い
か
た

5キーを押す。
押すごとに、「2H（2時間後）」→「4H（4時間後）」→「解
除」の順に切り替わります。

※セットした時間になると、自動的に電源が切れます。
（寝る前などにセットすると便利です。）
※4時間後にセットした場合、2時間経過すると、タイ
マーランプが「2H」に切り替わります。

※セット中でも、運転モードを変えることができます。
（P.9参照。電源を「切」にすると、オフタイマーが解
除されます。）

●本体内部に水がこぼれた場合は、
すぐにふき取る。

●水受け皿をつけ
たまま、本体か
らすてない。
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1.水タンクは、水を入れてすすぎ洗いをする。
2.水タンクふた・水受け皿・フロートは、スポンジを
使って洗った後、すすぐ。（フロートがはずれたとき
は、正しく取りつける。P.11参照）

週
2
回
程
度
お
手
入
れ
す
る
部
品
・
箇
所

1.水またはぬるま湯の中で､ふり洗いする。
2.細かい部分は、やわらかい歯ブラシでこすり落
とす。

汚
れ
る
た
び
に
お
手
入
れ
す
る
箇
所

●よくしぼったやわらかい布でふき取る。
●吹出口は、綿棒を使ってふき取る。

乾いた布でふく。

使
い
か
た

●洗剤・シンナー類・クレンザー・漂白剤・
化学ぞうきん・金属たわし・ナイロンたわ
しなどは使わない。
●食器洗浄機や食器乾燥器、熱湯などは使わ
ない。
●水タンクのつけおき洗いはしない。

常に清潔に保ち、性能低下、悪臭を防止するためにこまめにお手入れをすることをおすすめします。
水タンクの水は毎日新しい水道水と交換する。水受け皿に残った水は毎日すてる。
また水受け皿は週2回程度定期的にお手入れする。
そうしない場合、水受け皿で水アカが膜状になって付着し、吹出口から風とともに吹き出すことがあります。
また、フロートが正常に動作しないことがあり、本体・水受け皿が変形し、故障・事故の原因。

いつまでも清潔にご使用いただくためにお手入れは定期的に行ってください。

◆差込プラグを抜き、冷えてからお手入れする。　◆スポンジ・布はやわらかいものを使う。

6 お手入れのしかた

●気化フィルターはこまめにお手入れし、水アカが取
れにくい場合は、クエン酸洗浄をする。（P.14参照）

　水アカがこびりついたまま使うと、性能の低下・故
障・破損の原因。

●本体・電源コード・差込プラグを水につけたり、水
をかけたりしない。

❶P.12･13の要領で各部のお手入れをし、乾いた布でふく。
❷各部を充分に自然乾燥させる。
❸虫やほこりなどが入らないように、ポリ袋などで密封して保管する。
❹使用開始から約6ヵ月を過ぎたダチョウ抗体フィルターは、寿命になるため、次に使用するときに交換する。
（消耗品・別売品のお買い求めについて→P.16）
※ダチョウ抗体フィルターは約6ヵ月（1シーズン）に1回が交換の目安です。（1日の使用条件に関係なく、袋を開封したとき
からの目安です。）寿命をすぎるとダチョウ抗体フィルターの性能の効果はなくなりますが、加湿能力には支障ありません。

水受け皿水タンク
フロート

水タンクふた

気化フィルター Ag除菌ユニット

電源コード
差込プラグ

本体内側

本体外側

吹出口

長期間使わないとき

Ag除菌ユニットの取りはずし・取りつけ

■取りはずしかた ■取りつけかた
　図のように奥まで
　確実にはめ込む。Ag除菌ユニット

仕切り板

●湿ったまま保管しない。カビが発生する原因。
●旅行などで数日間使わないときは、水タンク・水受け皿に残った水をすてる。

週
１
回
程
度
お
手
入
れ
す
る
部
品
・
箇
所

プレフィルター

※ ダチョウ抗体フィルター
も同様に行う。

プレフィルター

吸気口ユニット

凸部

凸部に
あてる

1.差込プラグを抜き、吸気口から吸気口ユ
ニットをはずす。

2.吸気口ユニットを分解する。

3. 掃除機の細いノズルでほこりを吸い取る。
　※ 各フィルターは掃除機に吸い込まれやすいので、
しっかりと持つ。

　※水洗いはしない。性能の低下の原因。

4. 吸気口ユニットを組み立てる。

5. 吸気口ユニットを吸気口に取りつける。
（P.7 参照）

カバーケース

❷はずす

❶中央に
　寄せる

ダチョウ抗体
フィルター

❶

ダチョウ抗体フィルターの両端
を、ツメに引っ掛けて固定する。

ダチョウ抗体フィルター

ツメ

❷広げる

❶

❷

ダチョウ抗体
フィルター

吸気口

吸気口
ユニット

ケース

カバー

プレフィルター

ダチョウ抗体
フィルター
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修理を依頼する前に、ご確認ください。

こんなとき ご確認いただくこと 直しかた 参照
ページ

電源を「入」にしても
加湿しない。

湿度が高いときに「おまかせ加湿」運転にしていると、湿度調整のため運転
しないことがあります。 －

風の出が少ない。 ダチョウ抗体フィルター、プレフィルター
がほこりで目詰まりしていませんか。

ダチョウ抗体フィルター、プレフィル
ターのお手入れをする。 5・12

気化フィルターに水アカやゴミが
付着していませんか。

気化フィルターのお手入れをする。 12～14

「ひかえめ」運転にしていませんか。他の運転に比べ風の出が少ない運転です。 9
カーテンの近くで使用していませんか。 カーテンから離れた場所に設置する。 4・5

水タンクに水があるのに
湿度のめやすランプが点
滅する。

水タンクをセットした直後ではあ
りませんか。

しばらくして水受け皿に水がたまると、
湿度のめやすランプが消灯します。 9

本体が傾いていませんか。 本体を水平な場所に置く。 ー
水受け皿を本体からはずしていませんか。 水受け皿を本体にセットする。 8～11
フロートがはずれていませんか。またはフロー
トの向きが正しく取りつけられていますか。

正しく取りつける。 11

湿度が上がらない。
湿度が高いまま
変わらない。
水が減らない。

気化フィルターに水アカやゴミが
付着していませんか。

気化フィルターのお手入れをする。 12～14

気化フィルターをセットし忘れていませんか。 気化フィルターをセットする。 11
設置場所により、湿度を正しく感
知しないことがあります。

設置場所を変える。 ―

部屋が広すぎませんか。 適用床面積の範囲で使う。 17
換気をしていませんか。 窓、戸を閉めて使う。 ー

においがする。 気化フィルター、Ag除菌ユニット、
水受け皿が汚れていませんか。

お手入れする。 12～14

水タンク、水受け皿の水を放置した
ままになっていませんか。

水タンクの水は毎日新しい水道水と交換する。
水受け皿に残った水は毎日すてる。また、水
受け皿は週2回程度、定期的にお手入れする。

10～13

水もれする。 水タンクふたを、確実にしめていますか。 確実にしめる。 8
水タンクふたのパッキンが傷んでいませんか。新しいパッキンと交換（有償）する。 16

水受け皿に異物がたまる。定期的にお手入れしていますか。 こまめにお手入れする。 12・13
水道水以外の水を水タンクに入れ
て運転していませんか。

必ず水道水を使う。 5・8

異音がする。 気化フィルター･水受け皿に水アカ
が付着していませんか。

気化フィルターをクエン酸洗浄し、
水受け皿をお手入れする。 13・14

吸気口ユニットの取りつけが、で
きていますか。

吸気口ユニットを取りつける。 7

こんなとき 理由 参照
ページ

樹脂などのにおいがする。はじめてお使いになるときに、樹脂などのにおいがすることがあります
が、故障ではありません。ご使用とともに少なくなります。 ー

プラスチック部分に線状
や波状の箇所がある。

樹脂成形時に発生する跡で、使用上の品質に支障はありません。 ー

吹出口からの風が冷たい。水から沸とうさせず、風を気化フィルターにあてて水を蒸発させるので、吹出口からの風は熱くありません。 2
蒸気・霧が出ない、見えない。 気化フィルターに風をあてて湿った空気を送り出す方式のため、蒸気や霧は見えません。 2
部屋の窓や壁が結露する。部屋が適度な湿度になっていても、温度が低い窓や壁は結露することがあります。 ―

気化フィルターの水アカが取れにくいときは、クエン酸で洗浄してください。

※6～11も
　続けて行う。

●フィルターフィンは、50枚すべて
セットする。

 枚数が不足すると、加湿性能がお
ちたり、カタカタ音が鳴る原因。

●フィルターフィンに強い力を加え
ない。破損の原因。

●フィルターふたは、しめつけすぎ
ない。破損の原因。

軸

完全につける

フィルターふた
フィルター
フィン

軸

1 気化フィルターを水受け皿
からはずす。（P.11参照）

2 クエン酸 約30g（大さじ
すりきり3杯程度）を、
ぬるま湯 約1.5Lを入れた
容器に入れてまぜる。
※クエン酸は、タイガー電気ポット内容器
洗浄用クエン酸(別売品→P.16参照)
をお買い求めください。

3 気化フィルター
を容器に入れ、
約1時間
つける。

4 やわらかい歯ブラシで、
汚れをこすり落とす。

5 水道水で充分に
すすぎ洗いをする。

6 フィルターふたをはずして、
フィルターフィンを1枚ずつ
はずす。

7 左記2の要領で、クエン酸を
ぬるま湯に溶かす。

8 フィルターフィンと
フィルターふた、軸を
容器に入れ、
約1時間
つける。

9 やわらかい歯ブラシで、
汚れをこすり落とす。

10 水道水で充分にすすぎ洗い
をする。

11 フィルターフィンを1枚ずつ軸
に差し込み、フィルターふた
をしめつけて取りつける。

7 気化フィルターのクエン酸洗浄のしかた

〈汚れが取れにくい場合　　　  〉
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本体の異常です。運転が停止してから、差込プラグを抜いて、お買い上げの販売店に修理をご依頼く
ださい。

運転が停止してから、差込プラグを抜いて下記の点検・処置をしてください。
それでも直らないときは、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。

すべての運転モードランプが点滅したとき

すべてのタイマーランプが点滅したとき

お買い上げの販売店、または「連絡先」に記載のタイガーお客様ご相談窓口、消耗品・別売品のご購
入専用ホームページでお買い求めください。

消耗品・別売品のお買い求めについて

◆ダチョウ抗体フィルター（消耗品）
約6ヵ月(1シーズン)を目安に確認し、交換
する。(1日の使用条件に関係なく、袋を開封
したときからの目安です。）
※袋を開封しなかった場合でも、ダチョウ抗
体フィルターには使用期限があります。吸
気口ユニットに同封している説明紙に記載
された使用期限までに使い始めてください。

部品番号 ATA1016

◆樹脂部品・水タンクふたのパッキン（消耗品）
〈傷んできたとき〉
熱や蒸気にふれる樹脂部品や水タンクふたの
パッキンは、ご使用にともない傷んでくる場
合があります。上記にてお買い求めください。

◆プレフィルター(消耗品）
部品番号 ASY1003

◆吸気口ユニット（別売品）
〈セット内容〉
（P.7参照）
・ケース
・ダチョウ抗体フィルター
・プレフィルター
・カバー

品番 ATA-K10F

◆クエン酸(別売品)
　約30g×4包入り

品番 PKS-0120

　薬局などでも市販のクエン酸を、お買い求め
いただけます。

ご確認いただくこと 直しかた 参照
ページ

水受け皿が確実にセットされていますか。 水受け皿を奥まで確実に差し込む。 11
ダチョウ抗体フィルター、プレフィルターが
ほこりなどで目詰まりしていませんか。

ダチョウ抗体フィルター、プレフィルターの
お手入れをする。 5・12

気化フィルターに水アカやゴミが
付着していませんか。

気化フィルターのお手入れをする。 12～14

吸気口・吹出口をふさいでいませんか。 吸気口・吹出口をふさがない。 5
暖房器具のそばなど、温度差の大きい場所に
移動して使っていませんか。

暖房器具の温風が当たらない場所に移動させる。 ー

そ
の
他

困
っ
た
と
き
は

使
い
か
た
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そ
の
他

※5 運転音は、本体前後左右上方向1mの5方向の位置で測
 定した平均値。

※6  マイナスイオン量は、「連続加湿」運転時、吹出口より吹
出方向1mでの数値です。（当社試験室、室温20℃、湿
度60％にて当社イオン測定器による測定結果。）また、
マイナスイオン量は、使用環境（室温・湿度・空気の汚れ
など）によって異なります。

電　源・周波数 100V 50/60Hz

消費電力※3

（W）

高め 435/430
標準 435/430
ひかえめ 18.5/17.0
連続加湿 435/430

加湿能力※1※2

（mL/h）

高め 500/485
標準 500/485
ひかえめ 115/100
連続加湿 500/485

連続加湿時間
〈最長〉※1※2

（時間）

高め 6.0/6.1
標準 6.0/6.1
ひかえめ 26.0/30.0
連続加湿 6.0/6.1

運転音※1※5

（dB）
連続加湿 42/41
ひかえめ 29/24

マイナスイオン量〈目安〉※1※6（個/ｍ3） 10000
水タンク容量※1（L） 3.0
外形寸法※1 幅×奥行×高さ（cm） 32.2×19.5×32.2
質量※1（kg） 4.0

●適用床面積〈目安〉※4

木造和室 プレハブ洋室

高め・標準・連続加湿 ～8.5畳
（14m2）

～14畳
（23m2）

ひかえめ ～2.5畳
（5m2）

～4.5畳
（7.5m2）

仕様

※1 おおよその数値です。
※2 水量：満水、水温・室温：20℃、電圧：交流100V、
　　湿度30％
※3 「切」状態での消費電力は、約0.4Wです。
※4 使用状況、環境により異なります。

■プラズマで除菌
・浮遊菌 ……試験依頼先：財団法人北里環境科学センター
 試験成績書発行年月日：平成20年7月3日発行
 試験成績書発行番号：北生発20_0061号
 試験方法：1ｍ3BOX内での浮遊菌数の変化を測定
 試験結果：120分で99.99%以上抑制
・ウイルス …試験依頼先：財団法人日本食品分析センター
 試験成績書発行年月日：平成16年6月22日発行
 試験成績書：第204041621－001号　
 試験方法： 普通寒天培地に塗抹したウイルス量の

変化を感染価にて測定
 試験結果：24時間で99.99%以上抑制
・かび ………試験依頼先：社団法人京都微生物研究所
 試験成績書発行年月日：平成15年12月15日発行
 試験成績書：第8034号～第8036号
 試験方法： 寒天培地に塗布したかび数の変化を

10日間測定
 試験結果： 防かび効果あり（寒天培地に塗布した

かびの発育が認められない）

連絡先

消耗品・別売品のご購入ホームページ　http://www.tiger.jp/shop.html

■Ag除菌ユニット
試験依頼先：財団法人日本食品分析センター
試験成績書発行年月日：平成20年7月11日発行、
 平成20年8月8日発行
試験成績書発行番号：第208070388号、
 第208080131号
試験方法：残水中の生菌数を標準寒天平板培養法にて測定
 毎朝、満量の水を水タンクにセットし、
 連続加湿運転で6～8時間運転
 停止後は翌朝まで放置し6日間測定
試験結果：除菌効果あり
 （残水中の菌の発育が認められない）

■ダチョウ抗体フィルター
試験機関：京都府立大学 生命環境科学研究科
試験方法： 抗体フィルターに滴下したウイルス懸濁液の

感染価の変化をMDCK細胞を用いて測定
試験結果：10分で99%以上抑制


